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はるか、 沖合へ でて みます と、 海の 水 は、 およそう 

つくしい やぐる まぎく の 花びらの ように 青くて、 あく 

まです きとお つ た ガラスの ように 澄みき つ て います。 

でも、 そこ は、 ふかいの なんのと いって、 どんなにな 

がく 綱 をお ろしても 底に とどかない というく らい ふか 

いのです。 お 寺の 塔 を、 いったい、 いくつか さねて 積 

み 上げたら、 水の 上までと どくと いうので しょうか。 

そういう ふかい 海の 底に、 海のお とめた ち —— 人魚の 

なかま は 住んで いるので す。 

ところで、 海の 底なん て、 ただ、 からからな 砂地が 

ある だけ だろうと、 そうきめ てし まって はいけ ません _ 



そのと きちょう どお 日 さまが 沈み ましたが、 これ こそ 

いちばんう つくしい とお もった ものでした。 大空が い 

ち めん 金 をち らした ようにみ えて、 その 光 をう つした 

雲の きれいだった こと、 とても それ を 書き あらわす こ 

とば はない といい ました。 くれないに、 またむら さき 

に、 それが あたまの 上 をす うすう 通って ながれて いき 

ました。 けれども、 その 雲よりも もっと はやく、 野の 

はくちよ、 つ 〔# 「はくちょう」 は 底本で は 「はくちょう」 U 

の むれが、 それ はなが い、 白い うすものが 空に ただよ 

うように、 しずんで 行く 夕日 を 追って、 波の 上 を とん 

でい きました。 このお ねえ さま も、 これにつ いて まけ 



でした が、 それ も 人間の 建てた お 寺の 塔よりも ずっと 

高い ものだった といい ました。 それが またき みょうと 

も ふしぎと もい いようの ないかた ち をして、 どれ もダ 

ィャ モンドの ようにち かち か 〔# 「ちかち か」 は 底本で 

は 「ちかち が 匕 かがやいて いました。 このお ねえ さま 

は、 そのな かの いちばん 大きい 山に 腰 を かけて、 その 

ながい 髪の毛 を 風の なぶる ままに させて いますと、 そ 

ま？ い ね 

のま わりに 寄って 来た 帆船の 船頭 は、 みんなお どろい 

て、 船 を かえしました。 でも、 夕方に なると 空 は 雲で 

つつまれて、 かみなりが 鳴ったり、 いなづまが 走った 

り、 まつ 黒な 波が 大きな 氷の 山 を 高く つき 上げて、 い 



水の 上へ あがって いくとき、 いちばん 下の ひい さま だ 

け は、 いつも ひとりぼっち あとに のこって いました。 

そうして みんなの あと をみ おくって いると、 なんだか 

泣かずに いられない 気持に なりました。 けれども 〔# 

「けれども」 は 底本で は 「けれと も 匕、 海お とめに は、 涙と 

いう ものがない のです。 そのため、 よけい、 せつない 

おもい をし ました。 

「ああ、 あたし、 どうかして はやく 十五に なりたい あご 

と、 この ひい さま はいいました。 「あたしに はわ かつ 

ている。 あの 上の 世界で も、 そこにう ち をつ くって 住 

んで いる 人間で も、 あたしき つと 好きに なれる でしよ 



「いってまい ります ご と、 ひい さま はいって、 それ は 

かるく、 ふん わりと、 まるで あわのよ うに、 水の 上へ 

のぼ つ ていきました。 

ひい さまが、 海の 上に はじめて 顔 を だした とき、 ちょ 

うどお 日 さま はし ずんだ ところでした。 でも どの 雲 も 

まだ、 ばら 色に も 金色に も かがやいて いました。 そう 

みよ. つじよ. つ 

して、 ほの 赤い 空に、 よいの 明星が、 それ はう つく 

しく きらきら 光って いました。 空気 は なごやかに 澄ん 

でいて、 海 はすつ かりないで いました。 そこに 三本 マ 

ストの 大きな 船が 横たわって いました。 そよ とも 風が 

ない ので、 一本 だけに 帆が 上げて あって、 それ をと り 



ち はお どろいて、 帆 を まき 上げました。 大きな 船 は、 

荒れる 海の 上 を ゆられ ゆられ、 とぶ ように 走りました。 

うしおが 大きな 黒山の ようにた かくな つて、 マストの 

上に のしかかろうと しました。 けれど、 船 は 高い 波と 

波の あいだ を、 はくちょう 〔# 「はくちょう」 は 底本で は 

「はくちょう 匕 のように ふかくく ぐる かとお もうと、 ま 

たもり あがる 高潮の 上に つき 上げられて でて 来ました。 

これ は 海お とめの 身に すると、 なかなか おもしろい 見 

もので したが、 船の 人た ち はどうして それ どころ では 

ありません。 船 はぎい ぎい がたがた 鳴りました。 さし 

もがん じょうな 船板 も、 ひどく 横腹 を 当てられて 曲り 



しながら、 じぶんのお さかなの 尾に いじらしく ながめ 

入りました。 

「さあ、 陽気に なりましょう ご と、 おば あさま はいい 

ました。 「せっかく さずかる ことにな つてい る 三百 年 

の 寿命です。 その あいだ は、 好きに おどって はねて く 

らす こと さ。 それだけで もずい ぶんな がい 一 生です よ _ 

それだけに、 あと はきれ い さっぱり、 安心して 休める 

ぶとうか い 

という もの だ。 今夜 は 宮中 舞踏会 を や りましょう ご 

さて、 この 舞踏会が、 なるほど、 地の 上の 世界で は 

見られない ごうかな ものでした。 大きな 舞踏の 間の 壁 

てんじょう 

と 天井と は、 あつぼったい、 そのく せ、 よく すきとおつ 



た ガラスで 張りめ ぐらされ ていました。 ばら 色 や 草み 

どリ 色した 大きな 貝 がらが、 なん 百と しれず、 四方の 

壁に かけつら ねて あって、 その ひとつひとつに、 青い 

ほのおの 火が ともって いました。 それが 広間 をく まな 

くて らした 上、 壁の そとへ ながれだす 光が、 すっかり 

海 を あかるく しました。 ですから、 大も小 もな く、 そ 

れ ， J そか ぞ えきれ ない ほどの さかなが、 ガラスの 壁に 

むかって およいで くるの が、 手に とる ようにみ えまし 

た。 うろこ を むらさき 紅の 色に 光らせて くるの も あり 

ました。 銀と 金の 色に かがやいて くる もの も ありまし 

た。 ちょうど、 広間の まん 中のと ころ を、 ひとす 



「まあ、 いまごろ、 あの方き つと、 帆船 を はしらせて 

いらっしゃる のね。 ほんとうに、 おとう さまより もお 

か あさまよりも もっと 好きな あの方が、 しじゅう あた 

しのこ ころから はなれない あの方が、 そのお 手に あた 

しの 一 生の 幸福 を ささげようと ねがって いる あの方が、 

あそこに いらっしゃる のね。 あたし、 どうぞして 〔# 

「どうぞして」 は 底本で は 「とう ぞ して 匕、 死なない たまし 

いが 手に はいる ものなら、 どんな ことで もして みる わ。 

そうだ、 おねえ さまた ちが、 御殿で おど つて いらつ しゃ 

まじょ 

るう ち、 あたし、 海の 魔女の 所へ 行って みょう。 いつ 

も はずい ぶんこ わい の だけれ ど、 でもき つと、 あの 女 



まえて、 こなごなにくだいて、 ふかい ふちに 引き こみ 

ました。 このはげ しいう ずの ながれの、 しかもまん 中 

をと おつ て 行く ほかに 海の 魔女の 領分 に はいる 道 は 

ありま せんし、 それ も、 ながいあいだ、 ぶつぶつ 煮え 

て、 あわだつ ている どろ 沼 を わたって 行く より ほかに 

道 はない のです。 この 沼 を、 〔# 「、」 は 底本で は 「。匕 

じぶんの すく も 田と いう 名で 魔女 は よんで いました。 

これ を 行きつ くした 奥に、 きみの わるい 森が 茂って い 

て、 そのな かに 魔女の 住居 はありました。 その 森の な 

かの 木立 もやぶ も、 半分 は 動物、 半分 は 植物と いう さ 

んご 虫な かまで、 それ はい わば、 百 あたまの あるへ び 



うと、 勇気が でました。 ひい さま は、 そこでまず、 う 

る さくまつ わるな がい 髪の毛 を、 しっかり あたまに ま 

きつけて、 さんご 虫に つかまらない ようにし ました。 

それから、 両手 を 胸の 上で 重ねて、 おさかな が 水の な 

か をつ ういと つ つきる ように、 いやらしい さんご 虫 ど 

もが、 く なくなした 指と 腕と をのば そうとし ているな 

か をつつ きって 行きました。 まあ、 このい やな 虫 は、 

みると、 その ひとつひとつが、 そのつ かんだ もの を、 

まるでつ よい 鉄の 帯で しめつける ように、 そのなん 百 

とないち いさな 腕で、 ぎりぎりつ かまえて いました 〔# 

「いました」 は 底本で は 「いまし に 匕。 海で おぼれて、 こ 



の ふかい 底まで しずんだ 人間が、 白骨に なって、 さん 

ご 虫の 腕の あいだに ちらちらみ えてい ました。 船の か 

いや 箱の ような ものまで も、 さんご 虫 はしつ かりつ か 

まえて いました。 おかの 動物の がい 骨 も ありまし たが 

人魚の むすめが ひとり、 つかまって しめころされ てい 

るの が、 なかで もお そろし いこと に おもわれました。 

やがて、 ひい さま は、 森の なかの 広場の ぬるぬるす 

ベる 沼の ような 所へ 来ました。 そこに は 脂ぶ とりに ふ 

しらち や 

とった 水へ びが、 くねくねと いやらしい 白茶けた 腹 を 

みせて いました 〔# 「いました」 は 底本で は 「いまし だ 匕 _ 

この 沼の まんなかに、 難船した 人た ちの 白骨で できた 



もう その あとで は、 また 一年 まわって くるまで、 どう 

にもして あげられない ところだった よ。 では、 くすり 

ちょうごう 

を 調合して あげる から、 それ を もって、 日の出る 前、 

おかの 所までお よいで いって、 岸に 上がって、 それ を 

のむ の だよ。 すると、 おまえさんの そのし つぼが 消え 

て なくなって、 人間が かわいい 足と、 名 をつ けて いる 

ものに ちぢまる。 だが、 ずいぶん 痛かろう よ。 それ は 

ちょうど、 するどい つるぎ を、 からだに っッ こまれる 

ようだろう よ。 さて、 出あった もの は、 たれ だって 〔# 

「たれ だって」 は 底本で は 「だれた つて 匕、 おまえさん のこ 

と を、 こんなき れいな 人間の むすめ を 見た ことがない 



と いうだろう。 おまえさんが 浮く ように かるく 足 を は 

こぶと ころ は、 人間の 踊り子に まね もで きまい。 ただ 

ひと 足 ごとに、 おまえさん、 するどい p!; 物 を ふむ よう 

で、 いまにも 血が ながれる かとお もう ほどだろう よ。 

それ を みんなが まんす るつ もりなら、 相談に のって 上 

げるご 

「ええ、 します わご と、 人魚の ひい さま は、 声 を ふる 

わせて いいました。 そうして、 王子の ことと、 それ か 

ら、 死なない たましい のこと を、 しっかりと おもって 

いました。 

「でも、 おぼえて おいで ごと、 魔女 はいいました。 「お 



いって、 へび を くるくると むすび こぶに まるめて、 そ 

れで おなべ をみ がきました。 それから じぶんの 胸 を 

ひっかいて、 黒い 血 を だして、 そのな かへ たらしこみ 

ました。 その 湯気が、 なんとも いえない ふしぎな きみ 

の わるい 形で、 むくむ くと 立って、 身の 毛 も よだつよ 

うでした。 

魔女 はし じゅう それから それと、 なにくれと おなべ 

のなかへ 投げ込んで いました。 やがて、 ぼ こぼ こ 煮え 

立って くると、 それが * わにの 泣き声に 似た 音を立て 

ました。 とうとう、 のみぐすりが 煮え 上がり ましたが 

それ はた だ、 すみ 切った 水の ようにみ えました。 



* わに はこ どもの 泣 声に 似た 声 を だしてお 

びきょせ ると いう 西洋 中世の いいつたえが 

ある。 

「さあ、 できました よご と、 魔女 はいいました。 

そこで、 のみぐすり を わたして、 代りに ひい さまの 

舌 を 切りました。 もうこれ で、 もの もい えず、 歌もう 

たえない、 おしにな つたので す。 

「もし か、 かえりみちに、 森の なかをと おって、 さん 

ご 虫 どもに つかまり そうにな つ たらね ご と、 魔女 はい 

いました。 「このく すり をた つた 一 てきで いい、 たら 

してお やり、 そうすると、 やつら、 腕 も 指 もばら ばら 



どのし とねに ねる こと を ゆるしました。 

王子 は、 ひい さま を 馬に のせて つれて あるけ るよう 

こしょう 

に、 男のお 小姓の 着る 服 を こしらえて やりました。 ふ 

たり は、 いいに おいの する 森の なか を、 馬で あるき ま 

した。 すると、 みどりの こい 木の 枝が、 ふたりの 肩に 

さわったり、 小鳥た ちが、 みすみ ずしい 葉 かげで 歌 を 

うたいました。 ひい さま は、 王子に ついて、 たかい 山 

にも のぼりました。 そんなと き、 きゃしゃな 〔# 「き や 

しゃな」 は 底本で は 「き やしな 匕 足から 血が ながれて、 

ほかの ひとたちの 目につく ほどに なっても、 ひい さま 

はわら つてい ました。 そうして、 どこまでも 王子に 



うに は、 おもいきって おか 近くへ 寄りませんでした。 

日が たつに つれて、 王子 はだん だん 人魚の ひい さま 

が 好きに なりました。 王子 は、 心の すなおな、 かわい 

いこ ども を かわいがる ように、 ひい さま を かわいがり 

き さ き 

ました。 けれど、 この ひい さま を、 ぉ妃 がしょうなん 

という こと は、 まるつ きりこ ころに うかんだ ことがあ 

りません。 でも、 ひい さまと して は、 どうしても 王子 

のおよ めに していた だかなければ 〔# 「いただか なけれ 

ば」 は 底本で は 「いただなければ」 r もう 死なない たまし 

いのさず かるみ ちはありません。 そうして、 王子が ほ 

かのお 妃を むかえた 次の 朝、 海の あわに なって きえな 



妃 たるべき 人の いっさいの 道 を、 修めて おいでになる 

という ことでした。 する うち、 そのお 姫 さま もやつ と 

おかえりに なりました。 

人魚の ひい さま も、 いったい どんなにう つくしい の 

か、 はやく その ひと をみたい もの だと、 気に かかって 

いました が、 いまみ て、 いかにも 人 がらの 優美な のに、 

かんしん しずに はいられませんでした。 はだ はう つく 

しく 透き とおるよ うです し、 ながい まつ 黒な まつ毛の 

奥に は、 ふかい 青み を もった、 貞 実な 目が やさしく 笑 

みかけて いました。 

「あなたでした よご と、 王子 はいいました。 「〔# 「「」 



は 底本で は 欠落〕 そう、 あなたでした。 ぼくが 死が いも 

同様で 海岸に うち 上げられ ていたと き、 すくって くだ 

さった の は ご 

こう、 王子 はいって、 顔 を あからめ ている 花よ め を、 

しっか リ胸 にか かえました。 

「ああ、 ぼく は あんまり 幸福す ぎる よご と、 王子 は、 

人魚の ひい さまに いいました。 「最上の 望みが、 しょ 

せん 望んでも むだ だと 〔# 「むだ だと」 は 底本で は 「むた 

だと 匕 あきらめ ていた それが、 みごと かなった の だ も 

の、 おまえ、 ぼくの 幸福 を よろこんで くれる だろう、 

だってお まえ は、 どの だれに もま さって、 ぼくの こと 



を しんみに おもって いて くれたの だもの ご 

こうい われて、 人魚の ひい さま は、 王子の 手に くち 

しんぞう 

びる を あて ましたが、 心臓 は いまにも やぶれる かとお 

もい ました。 ふたりの ご 婚礼の ある あくる 朝 は、 この 

ひい さまが 死んで、 あわに なって、 海の 上に うく 日で 

した ものね。 

〔# 空白 は 底本で は 欠落〕 のこらずのお 寺の 鐘が、 か 

ん かん 鳴り わたりました。 先 ぶれ は 町 じゅう 馬 を はし 

こんやく 

ら せて、 ご 婚約の こと を 知らせました。 あるかぎりの 

祭壇に は 香油が 、 もった ないような 銀の ランプの なか 

こうろ 

でもえ ていました。 坊さんた ちが 香炉 を ゆすって いる 



した。 花よ め 花む こが、 そこです ずしい、 しずかな ひ 

と 夜 をお すごしになる はずでした。 

帆 は 風で ふくれて、 船 は、 鏡の ように 平らな 海の 上 

を、 かるく、 なめらかに すべって 行きました。 くらく 

なると、 さまざまな 色 ランプが ともされて、 水夫た ち 

は、 甲板に でて、 おどけた 踊 を おどりました。 人魚の 

ひい さま も、 はじめて 海からで て 来て、 この 晚 のよう 

ま.！ よ 

な 華やかな、 たのしい ありさま を 目に みたと きのこと 

を、 おもいうかべずに はいられませんでした。 それで 

ひい さま もつ いなか まに まじって、 おどりくる いたく 

なりました。 ひい さま は、 それ はまる で、 つばめが 追 



て いました。 すると、 

「大空の むすめた ちのと ころへ ね ご と、 ほかの ただよ 

い き 

う 気息の なかまが いいました、 「人魚の むすめに 死な 

ないた ましい はありません。 人間の 愛情 をう けない か 

ぎり、 それ を じぶんの ものにする こと はでき ません。 

かぎりな いいのち をう ける に は、 ほかの 力に たよる ほ 

かありません。 大空の むすめた ち もな がく 生きる たま 

しい を もたない かわり、 よい 行いに よって、 じぶんで 

それ を もつ こと もで きる のです。 (あたした ち は、 あ 

つい 国へ いきます が、 そこ は 人間なら、 むん むと する 

熱病の 毒気で 死ぬ ような 所です。 そこへ すずしい 風 を 



たした ちがへ やの なかへ はとんで 行く かしらな いので 

す。 でも、 あたした ちが、 いいこ ども をみ て、 ついよ 

ろ こんで ほほえみかける とき、 三百 年が 一年へ ります _ 

けれど、 そのかわり、 いたずらな、 またはい けない こ 

ども をみ て、 かなしみの 涙 をな がさせられ ると、 その 

ひとしずく のために、 あたし たちのた めしのと きも、 

一 日 だけの びる ことになる のです よご 
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